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６
月
定
例
会
は
、
平
成
28

年
６
月
９
日
か
ら
15
日
ま
で

７
日
間
の
会
期
で
開
き
ま
し

た
。

　

今
回
は
、
町
長
選
挙
後
初

め
て
の
議
会
で
す
。
当
初
予

算
は
骨
格
予
算
で
の
構
成
で

し
た
が
、
今
回
の
補
正
予
算

で
本
年
度
の
新
規
事
業
が
盛

り
込
ま
れ
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
、
専
決
処

分
に
つ
い
て
の
報
告
６
件
、

繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
に

つ
い
て
の
報
告
４
件
、
契
約

6月　平成28年 定例会 6月9日～15日

結婚、妊娠、出産の支援、
防災関連事業など２億９７００万円追加

一
般
会
計
歳
入
歳
出
総
額

　
　

37
億
１
７
０
０
万
円
に

由良町における安定した
雇用を創出する
由良町における安定した
雇用を創出する

（1） 

新
規
就
農
支
援
・
起
業
支
援

（2） 

由
良
町
ブ
ラ
ン
ド
産
品
の
創
出

（3） 

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
・
ス
ク
ー
ル

●  

水
産
多
面
的
機
能
発
揮
対
策
事
業

●  

プ
レ
ミ
ア
付
商
品
券
発
行
事
業

の
締
結
に
つ
い
て
の
議
案
２

件
、
一
般
・
特
別
会
計
補
正

予
算
４
件
が
提
案
さ
れ
、
審

議
の
結
果
、
す
べ
て
原
案
通

り
可
決
、
承
認
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
は
、
６
名
の
議

員
が
登
壇
し
ま
し
た
。

　

補
正
予
算
の
主
な
も
の

は
、
結
婚
、
妊
娠
、
出
産
の

支
援
、
観
光
振
興
、
空
き
家

対
策
、
防
災
関
連
事
業
等
で

す
。

由良町地域子育て支援センター「ゆらっ子」
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今
年
３
月
の
第
１

回
開
催
で
メ
イ
ン
の

サ
イ
ク
リ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
は

強
風
の
た
め
中
止
と
な
り
ま

し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
よ
う
な

新
し
い
試
み
を
進
め
る
こ
と

は
必
要
で
す
が
、「
費
用
対

効
果
」
が
重
要
で
す
。

問

問
　

空
き
家
対
策
の
進

め
方
は
。

　

当
町
に
お
い
て
空

き
家
は
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

長
期
間
放
置
さ
れ
、
老
朽

化
に
よ
る
倒
壊
、
樹
木
雑
草

の
繁
茂
な
ど
の
問
題
が
発
生

し
て
、
周
辺
の
環
境
に
悪
影

響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

企
画
政
策
班
長

（1） 

観
光
資
源
を
使
っ
た

　 

　お
も
て
な
し
向
上

（3） 

人
材
の
確
保
及
び

　　　育
成

●  

オ
ー
シ
ャ
ン
ビ
ュ
ー

サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ス
タ

２
０
１
７

●  

鍾
乳
洞
ア
ク
セ
ス
道

路
整
備
事
業

●  

白
崎
海
洋
公
園
整
備

事
業

●  

旅
行
商
品
開
発
販
売

促
進
事
業

●  

観
光
振
興
事
業

（2） 

移
住
・
定
住
促
進
及
び

　　　空
き
家
有
効
活
用

●  

空
き
家
等
対
策
計
画

策
定
事
業

由良町に新しいひとの流れを作る由良町に新しいひとの流れを作る

　

こ
の
効
果
な
ど
を
詳
し
く

検
証
し
、
次
回
の
開
催
に
活

か
し
て
い
く
べ
き
で
す
。

　

今
後
の
取
り
組
み
の
予
定

は
。

　

早
急
に
協
議
会
を

開
き
ま
す
。
そ
こ
で
は
３
月

の
効
果
も
検
証
し
、
大
成
功

で
き
る
よ
う
、
方
向
性
を
十

分
協
議
、
検
討
し
て
、
よ
り

良
い
イ
ベ
ン
ト
に
し
て
い
き

ま
す
。

参
事
・
総
務
政
策
課
長

答

答

　

そ
の
た
め
に
、
適
正
管
理

の
推
進
、
利
活
用
の
促
進
と

い
っ
た
取
り
組
み
を
計
画
的

に
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
「
わ
か
や
ま
空
き
家
バ
ン

ク
」
へ
の
登
録
を
し
て
も
ら

う
よ
う
に
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

サ
イ
ク
リ
ン
グ

イ
ベ
ン
ト
の

取
り
組
み
は

サ
イ
ク
リ
ン
グ

イ
ベ
ン
ト
の

取
り
組
み
は

平成28年8月
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わかやま空き家バンクの設置・運営について

県・市町村

定住支援住宅
管理機構

公的な団体が関わ
ることで、安心し
て空き家の賃貸借
が可能

空き家情報などの提供

賃借契約

空き家所有者

家賃

賃貸契約

家賃

　和歌山県では、和歌山県住宅供給公社内に定住支援住宅管理機構
を設置し、市町村等からの情報に基づき空き家バンクを管理運営する
ことで、地域の空き家を積極的に利活用するとともに、移住希望者に情
報提供を実施しています。

移住希望者
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（1） 

出
会
い
・
結
婚
の

　　　支
援

●  

D
e〝
愛
〞の

ダ
イ
ビ
ン
グ
in
白
崎

●  

結
婚
サ
ポ
ー
タ
ー

の
養
成

●  

あ
な
た
の
新
居
す
い

せ
ん
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（2） 

妊
娠
・
出
産
の
支
援

●  

妊
産
婦
医
療
費
助
成

事
業

●  

子
ど
も
居
場
所
づ
く
り

事
業

●  

不
妊
治
療
費
助
成
事

業
の
拡
大

（3） 

教
育
環
境
づ
く
り

●  

教
育
環
境
の
整
備

由良町の若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる由良町の若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる

○妊産婦の医療費の個人負担を
　全額助成します。
○不妊治療にかかる個人負担を
　全額助成します。

一般不妊治療
平成27年度まで 平成28年度

年間3万円
までを助成

全額（上限：年間10万円まで）
を助成

当初予算　100万円
補正予算　371.5万円（新規）

平成28年度

特定不妊治療
平成27年度まで

（医療費50万円
 を想定）

自己負担
35万円
県 7.5万円
国 7.5万円

妊娠・出産への支援拡充

初回

由良町負担
20万円
県 15万円
国 15万円

2回目以降

由良町負担
25万円
県 17.5万円
国 7.5万円

特
定
不
妊
治
療
費
の

　
個
人
負
担
を
全
額
補
助

特
定
不
妊
治
療
費
の

　
個
人
負
担
を
全
額
補
助

　

特
定
不
妊
治
療
の

助
成
と
あ
り
ま
す
が
、

ど
の
よ
う
な
内
容
で
す
か
。

　

特
定
不
妊
治
療
の

補
助
は
昨
年
度
ま
で
も
県
・

国
で
行
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、

個
人
負
担
が
か
か
ら
な
い
よ

う
、
新
た
に
町
で
も
助
成
す

る
も
の
で
す
。

　

治
療
費
50
万
円
を
想
定
し

た
場
合
、
初
回
20
万
円
、
２

回
目
以
降
は
25
万
円
の
個
人

負
担
分
を
全
額
助
成
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
所
得
に
よ
る
制

限
等
は
あ
り
ま
す
。

　

町
内
で
は
何
人
の

利
用
者
が
い
た
の
か
、

利
用
す
る
人
が
多
け
れ
ば
、

ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
。

　

昨
年
度
の
県
の
補

助
を
受
け
ら
れ
た
町
内
の
方

は
５
名
で
し
た
。

問問
住
民
福
祉
課
長

答
住
民
福
祉
課
長

答

　

今
年
度
予
算
で
は
10
件
を

想
定
し
て
い
ま
す
が
、
利
用

す
る
方
が
多
け
れ
ば
、
増
額

補
正
を
考
え
て
い
き
ま
す
。
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新 婚 さ ん に 家 賃 補 助新 婚 さ ん に 家 賃 補 助

～新婚世帯へ家賃補助を行い、由良町への定住を図ります～

平成28年度からの新規事業

町内の賃貸住宅等に住民票を置き、次のいずれかの条件を満たす世帯。
①婚姻前から由良町に在住しており、平成28年7月1日以降に婚姻した世帯。
②婚姻後3年未満で平成28年7月1日以降に由良町へ転入した世帯。
※ただし、親族が所有する住宅を除く。
※新婚夫婦のお２人ともが、申請日において満40歳未満であること。

平成28年度～平成32年度まで5年間

賃貸住宅等の家賃の
一部を補助
月額最大
2.5万円

町内の賃貸住宅等（アパート・借家等）
婚姻3年未満の世帯で
由良町外からの転入

または

補正予算200万円（新規）

対象 月額の補助限度額2.5万円
※ただし、家賃の自己負担額の2分の1を上限。
例　家賃 6万円
　　住居手当等　3万円の場合
　　補助金額は　1.5万円

補助金額期間

あなたの新居　すいせんプロジェクト

婚姻後、由良町内で
継続して在住

　

新
婚
世
帯
へ
の
家

賃
補
助
に
つ
い
て
、

何
組
を
予
定
し
て
い
る
の
か
、

年
齢
制
限
は
あ
る
の
か
。

　

10
組
程
度
の
補
助

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

「
由
良
町
の
若
い
世
代
の
結

婚
・
出
産
・
子
育
て
の
希
望

を
か
な
え
る
」
と
い
う
事
業

計
画
な
の
で
、
年
齢
制
限
が

あ
り
ま
す
。
新
婚
夫
婦
の
お

問
企
画
政
策
班
長

答

　
「
子
ど
も
の
居
場

所
づ
く
り
」
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、

具
体
的
内
容
は
。

　

小
学
生
の
学
力
向

上
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

　

公
民
館
を
利
用
し
て
、
子

供
た
ち
に
宿
題
や
家
庭
学
習

を
習
慣
付
け
て
い
く
、
と
い

う
も
の
で
す
。
今
年
度
は
衣

奈
会
館
を
予
定
し
て
ま
す
。

　

次
年
度
以
降
も
、
広
げ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
教
育
課
長

答

２
人
と
も
が
、
申
請
日
に
お

い
て
満
40
歳
未
満
で
あ
る
こ

と
が
条
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

新
婚
世
帯
の

　
家
賃
補
助
は

新
婚
世
帯
の

　
家
賃
補
助
は

居
場
所
づ
く
り
は

居
場
所
づ
く
り
は

平成28年8月
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（1） 

住
民
交
流
の
活
性
化

●  

老
人
招
待
旅
行

●  

長
寿
祝
金

●  

社
会
教
育
の
充
実

●  

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
推
進

（2） 

住
民
の
健
康
づ
く
り

●  

わ
か
や
ま
シ
ニ
ア
の
ち
か
ら
活
用
推
進
事
業

（3） 

災
害
対
応
力
の
充
実

●  

上
下
水
道
の
整
備
及
び
既
存
施
設
の
適
切
な

　

維
持
、更
新
工
事
の
実
施

●  

防
災
関
連
施
設
整
備
事
業

●  

防
災
監
視
カ
メ
ラ
設
置
事
業

●  

災
害
救
助
物
資
等
整
備
事
業

●  

消
防
車
庫
設
置
更
新
及
び
移
設
事
業

●  

自
動
通
話
録
音
機
貸
与
事
業

●  

き
の
く
に
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
事
業

由良町の時代に合った地域をつくり、安全なくらしを守るとともに、地域と地域を連携する由良町の時代に合った地域をつくり、安全なくらしを守るとともに、地域と地域を連携する

　

自
動
通
話
録
音
機

貸
与
の
目
的
は
？

　

目
的
は
、
振
り
込

め
詐
欺
の
被
害
を
未
然
に
防

ぐ
意
味
で
、
予
防
的
な
も
の

で
す
。

　

対
象
の
方
は
、
町
内
に
住

所
を
有
す
る
65
歳
以
上
の
一

人
暮
ら
し
の
方
、
ま
た
、
同

居
さ
れ
て
い
る
方
で
も
、
平

日
の
日
中
に
お
い
て
、
65
歳

以
上
の
方
一
人
と
な
る
世
帯

が
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

貸
与
台
数
は
、
県
の
貸
与

分
も
含
め
て
30
台
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

企
画
政
策
班
長

　

防
災
カ
メ
ラ
、
防

犯
カ
メ
ラ
の
設
置
位

置
は
。　

防
犯
カ
メ
ラ
は
、

紀
伊
由
良
駅
前
に
、
防
災
カ

メ
ラ
は
入
路
交
差
点
東
側
、

由
良
川
付
近
に
設
置
す
る
予

定
で
す
。 企

画
政
策
班
長

問答

問答

　
「
わ
か
や
ま
シ
ニ

ア
の
ち
か
ら
活
用
推

進
事
業
」
と
は
。

　

こ
の
活
用
推
進
事

業
は
、
高
齢
者
の
生
き
が
い

づ
く
り
と
地
域
の
支
え
合
い

活
動
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

　

高
齢
者
の
生
活
支
援
や
地
域

の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
活
動
の
担

い
手
と
し
て
、
活
躍
で
き
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
的
な

「
仕
組
み
」
を
推
進
す
る
た
め

の
拠
点
を
設
置
す
る
「
わ
か
や

ま
シ
ニ
ア
活
躍
推
進
拠
点
設
置

事
業
」
と
、
地
域
で
必
要
と
さ

れ
る
生
活
支
援
な
ど
の
支
え
合

い
活
動
を
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
活
動
で
き
る
「
有
償
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
創
出
事
業
」

を
行
な
う
こ
と
で
、
い
つ
ま
で

も
元
気
な
高
齢
者
を
増
や
し
、

社
会
貢
献
・
社
会
参
加
に
よ
る

生
き
が
い
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

住
民
福
祉
課
長
補
佐

問答

自
動
通
話

録
音
機

自
動
通
話

録
音
機

防
災
・
防
犯

カ
メ
ラ
設
置

防
災
・
防
犯

カ
メ
ラ
設
置

高
齢
者
の
生
き

が
い
づ
く
り
を

高
齢
者
の
生
き

が
い
づ
く
り
を
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町
職
員
の
懲
戒
処
分
の
事
案
が
発
表
さ
れ
ま

し
た
。

　

そ
の
影
響
は
町
内
外
へ
お
よ
び
、
町
職
員
は
じ
め
、

議
会
、
町
長
ま
で
、
町
民
の
信
頼
を
大
き
く
損
ね
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
誠
に
残
念
で
あ
り
ま
す
。

　

一
人
の
心
得
違
い
を
し
た
者
が
出
た
と
き
、
そ
の
対

応
対
策
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　

不
祥
事
が
発
生
し
た
と
い
う
こ
と
は
、

誠
に
遺
憾
な
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　

町
民
、
関
係
者
の
皆
さ
ん
方
に
は
多
大
な
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
た
と
い
う
こ
と
で
、
反
省
を
し
て
い
ま
す
。

　

当
該
職
員
は
、
懲
戒
処
分
、
管
理
監
督
す
べ
き
立
場

の
職
員
に
も
そ
れ
ぞ
れ
処
分
を
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

本
事
案
が
発
生
し
た
こ
と
は
職
員
自
身
の
信
用
だ
け

に
関
わ
ら
ず
、
町
全
体
の
信
任
に
も
関
わ
っ
て
き
ま
す
。

　

職
員
は
、
町
民
の
信
頼
な
く
し
て
、
行
政
を
円
滑
に

や
っ
て
い
け
ま
せ
ん
。
職
員
一
人
一
人
の
自
覚
が
足
ら

な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
契
機
に
職
員
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
の
中

で
自
分
の
職
責
を
全
う
す
べ
く
精
進
を
し
て
も
ら
い
た

い
。
仕
事
に
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
、
名
誉
を
挽
回

し
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

多
大
な
迷
惑
を
お
か
け
し
た
関
係
者
の
皆
様
に
改
め

て
、
お
詫
び
を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

町
長

問答

町職員の懲戒処分について町職員の懲戒処分について町職員の懲戒処分について町職員の懲戒処分について

　

自
転
車
の
飛
び
出

し
に
よ
っ
て
、
交
通

事
故
が
お
こ
る
危
険
な
場
所

が
あ
り
ま
す
。
看
板
の
表
示
、

啓
発
事
業
、
交
通
安
全
教
室

な
ど
で
対
策
を
。

　

交
通
安
全
対
策
と

し
て
、
ス
ト
ッ
プ
マ
ー
ク
の

道
路
標
識
や
表
示
等
を
設
置

し
て
き
ま
し
た
。

　

再
度
、
現
場
周
辺
を
確
認

し
て
検
討
し
ま
す
。

企
画
政
策
班
長

問答
交
通
安
全
対
策

交
通
安
全
対
策

平成28年8月

補
　
正
　
予
　
算

議
　
案
　
質
　
疑
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般
　
質
　
問

常
任
委
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東
北
地
方
の
津
波
か
ら
、

は
や
５
年
が
経
ち
ま
す
。
そ

し
て
、
今
回
の
熊
本
（
九
州

地
方
）
の
大
地
震
で
甚
大
な

被
害
が
出
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
震
の
引
き
金
と

な
る
ひ
ず
み
の
大
き
い
場
所

が
四
国
、
紀
伊
半
島
、
静
岡
、

愛
知
の
沖
合
に
分
布
し
て
い

る
と
の
研
究
成
果
が
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

由
良
町
と
し
て
も
様
々
な

対
策
を
し
て
い
ま
す
が
、
役

場
周
辺
の
公
共
施
設
の
ほ
と

ん
ど
が
津
波
に
よ
る
浸
水
の

お
そ
れ
が
あ
る
の
で
、
次
の

４
点
に
つ
い
て
質
問
し
ま

す
。

　

地
震
・
津
波
に
よ

り
被
害
に
あ
う
各
地

区
の
人
数
を
ど
の
程
度
と
想

定
し
て
い
る
か
。

　
　
　

約
３
０
０
０

名
の
方
が
、
津
波
一

時
避
難
場
所
へ
避
難
す
る
こ

と
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

　

被
害
に
あ
っ
た
人

達
が
、
避
難
生
活
を

行
う
場
所
は
。

　
　
　

避
難
生
活
を

行
う
指
定
避
難
場
所

は
、
町
内
に
37
ヵ
所
あ
り
ま

す
が
、
被
害
状
況
を
み
て
、

旧
衣
奈
中
学
校
体
育
館
な
ど

の
公
共
施
設
、
お
寺
な
ど
を

利
用
で
き
た
ら
と
考
え
て
い

ま
す
。 A答

町
長

A答Q問 Q問
町
長

山名   実 議員

　

被
災
し
な
か
っ
た

町
内
の
民
間
施
設
、

近
隣
の
町
と
の
受
け
入
れ
協

定
は
。　
　
　

町
内
の
民
間

施
設
に
つ
い
て
は
、

被
害
状
況
等
に
よ
り
、
利
用

で
き
る
か
が
不
明
確
で
す
。

　

近
隣
町
と
の
受
け
入
れ
協

定
は
、
日
高
郡
町
村
会
で
相

互
応
援
協
定
を
締
結
す
る
方

向
で
調
整
中
で
す
。

　

孤
立
す
る
お
そ
れ

の
あ
る
地
区
に
、
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
が
離
発
着
で
き

る
ス
ペ
ー
ス
を
作
れ
な
い
か
。

　
　
　

ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
の
離
発
着
に
は
、

あ
る
程
度
の
用
地
面
積
、
ま

た
、
付
近
の
状
況
な
ど
様
々

な
問
題
が
あ
り
、
由
良
町
の

地
勢
か
ら
い
っ
て
難
し
い
の

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま

す
。

◎
そ
の
他
の
質
問

・
教
育
の
連
携
と
今
後
の
学

力
向
上
は

A答
町
長

A答

Q問 Q問

町
長

　議員が町行政の問題などを問いただす「一般質問」は
6名の議員が質問に立ち、町当局の考えを質しました。
　以下その内容を要約してお知らせします。

一般 質問

№111由良町議会広報
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残
る
４
つ
の
町
営
住
宅
に

つ
い
て
は
、
計
画
に
沿
っ
て

定
期
点
検
を
行
い
、
予
防
保

全
的
な
改
修
を
行
う
こ
と
で
、

居
住
性
、
安
全
性
の
維
持
、

向
上
を
図
り
、
長
期
的
な
活

用
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

町
営
住
宅
は
、
今

後
の
定
住
化
対
策
、

過
疎
対
策
の
１
つ
と
考
え
ら

れ
ま
す
が
。

　
　
　

計
画
に
基
づ

い
て
、
町
営
住
宅
の

長
寿
命
化
を
図
っ
て
い
く
と

と
も
に
、
町
内
の
空
き
家
等

の
活
用
を
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

住
宅
の
耐
震
化
率
の
向
上

は
、
防
災
・
減
災
対
策
の
推

進
に
な
る
と
考
え
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
町
営
住
宅
の
今

後
の
課
題
に
つ
い
て
、
次
の

３
点
を
質
問
し
ま
す
。

　

今
後
の
町
営
住
宅

の
改
修
は
。

　
　
　
「
公
営
住
宅

等
長
寿
命
化
計
画
」

に
基
づ
き
、
改
修
事
業
を
実

施
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
　

昭
和
43
年
に
建
設

さ
れ
た
「
里
第
一
住

宅
」
に
は
、
現
在
、
４
世
帯

が
入
居
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

今
後
の
町
営
住
宅
の
耐
震
補

強
も
踏
ま
え
た
中
で
の
対
処
、

対
応
は
。
　
　
　

里
第
一
住
宅

は
、
法
定
耐
用
年
限

を
超
過
し
て
い
ま
す
の
で
、

計
画
に
お
い
て
平
成
32
年
に

取
り
壊
し
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

9

森　三枝子 議員

里第一住宅

A答Q問Q問
町
長

A答
町
長

Q問A答
町
長

一般 質問
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私
は
平
成
23
年
12

月
議
会
か
ら
連
続
し

て
、
風
力
発
電
の
被
害
者
が

い
て
、
頭
痛
や
目
ま
い
、
耳

鳴
り
な
ど
で
苦
し
ん
で
い
る

こ
と
を
訴
え
続
け
て
き
ま
し

た
。

　

水
俣
病
が
認
定
さ
れ
て
60

年
に
な
り
ま
す
が
、
一
度
も

本
格
的
な
調
査
が
行
わ
れ
て

い
ま
せ
ん
。
各
メ
デ
ィ
ア
は
、

行
政
や
政
治
、
司
法
は
為
す

べ
き
こ
と
を
し
な
か
っ
た

『
不
作
為
』
が
原
因
で
あ
る

と
指
摘
し
て
い
ま
す
。
今
も

多
く
の
人
が
救
済
を
求
め
て

裁
判
を
し
て
い
ま
す
。
風
力

発
電
の
低
周
波
音
公
害
と
同

じ
構
造
で
す
。
人
災
で
す
。

　

平
成
27
年
３
月
付
け
の
大

学
生
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で

は
、
19
％
の
人
が
被
害
症
状

由良　守生 議員

　

由
良
小
学
校
の
児

童
を
門
前
の
開
山
興

国
寺
に
避
難
さ
せ
る
計
画
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
小
学
校

裏
の
紺
源
山
、
北
山
に
避
難

さ
せ
る
よ
う
に
で
き
ま
せ
ん

か
。

Q問

Q問

　
　
　
　

由
良
小
学

校
の
児
童
全
員
が
、

一
番
安
全
に
避
難
で
き
る
場

所
は
、
開
山
興
国
寺
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
の
避
難
訓
練
を

毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

A答
教
育
長

を
訴
え
て
い
ま
す
。

　

い
か
に
問
題
を
先
送
り
し

よ
う
と
も
、
水
俣
病
と
同
じ

く
、
結
論
は
決
ま
っ
て
い
ま

す
。
是
非
、
正
常
な
判
断
に

基
づ
い
て
、
被
害
地
域
の
健

康
調
査
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

議
会
の
た
び
に
何

度
も
お
答
え
し
て
い
ま
す
が
、

体
調
不
良
な
ど
を
訴
え
る
町

民
の
方
が
い
る
の
で
あ
れ
ば
、

御
坊
保
健
所
等
の
協
力
を
得

て
対
応
し
ま
す
。

A答
参
事
・
総
務
政
策
課
長

一般 質問

「
住
民
の
方
の
相
談
は

　
　
　
　
一
切
ご
ざ
い
ま
せ
ん
」

風
力
発
電
が
発
す
る
低
周
波
音

　
に
よ
る
健
康
被
害
の
調
査
を

南
海
地
震
の
準
備
は

避
難
訓
練
を
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す

№111由良町議会広報
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厚
生
労
働
省
が
、

「
ひ
き
こ
も
り
の
評

価
・
支
援
に
関
す
る
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」（
２
０
１
０
年
）

を
出
し
て
い
ま
す
が
、
当
事

者
の
年
齢
は
、
10
代
で
あ
っ

て
も
30
代
で
あ
っ
て
も
、
ひ

き
こ
も
り
の
定
義
は
同
じ
で

あ
り
、
年
齢
に
よ
る
違
い
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

６
ヵ
月
以
上
、
自
宅
に
ひ

き
こ
も
っ
て
社
会
参
加
し
な

い
状
態
が
持
続
し
、
精
神
障

害
が
、
そ
の
第
一
の
原
因
と

は
考
え
に
く
い
状
態
を
「
ひ

き
こ
も
り
」
と
呼
ん
で
い
る

の
が
現
状
で
す
。

　

こ
の
問
題
を
全
町
的
に
取

り
組
ん
だ
町
が
あ
り
ま
す
。

　

全
国
で
も
注
目
を
集
め
て

い
る
秋
田
県
の
藤
里
町
の
取

り
組
み
で
す
。

　
「
藤
里
方
式
」
の
特
徴
は
、

外
に
連
れ
出
す
と
い
う
考
え

で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
情

報
提
供
で
、そ
の
中
で
も「
求

職
者
支
援
」
に
は
関
心
を
示

し
た
方
が
多
く
お
ら
れ
、
そ

の
支
援
活
動
も
評
価
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

由
良
町
で
も
先
進
地
に
学

ん
で
、
こ
の
取
り
組
み
を
す

べ
き
だ
と
考
え
ま
す
が
。

　「
お
と
な
の
ひ
き

こ
も
り
」
に
つ
い
て
、
相
談

さ
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
今
後
、
家
族
等
か
ら
の
相

談
が
あ
れ
ば
、「
ひ
き
こ
も

り
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー
」
な

ど
を
紹
介
す
る
こ
と
も
考
え

て
い
ま
す
。

川出　　純 議員

Q問

A答
住
民
福
祉
課
長

一般 質問

相
談
さ
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

「
お
と
な
の
ひ
き
こ
も
り
」の

　
　
　
　
　  

就
労
支
援
を
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の
交
流
と
し
て
、
外
国
語
活

動
の
授
業
、
教
員
間
の
授
業

交
流
を
活
発
に
す
る
よ
う
計

画
し
て
い
ま
す
。

　

小
・
中
一
貫
教
育

体
制
に
つ
い
て
、
検

討
段
階
か
ら
一
歩
進
め
て
本

格
的
議
論
を
で
き
な
い
か
。

　
　
　
　

検
証
や
検

討
は
今
後
も
行
い
ま

す
が
、
本
格
的
議
論
ま
で
は

12

　

教
育
委
員
会
で
の

検
討
内
容
、
経
過
は

ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

　
　
　
　

教
育
委
員

会
で
は
、
小
・
中
一

貫
教
育
に
つ
い
て
検
討
し
ま

し
た
が
、
現
状
で
は
推
進
す

る
の
で
は
な
く
、
引
き
続
き

小
中
連
携
を
充
実
さ
せ
て
い

く
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
し
て

い
ま
す
。
　

最
近
の
小
中
連
携

の
取
り
組
み
の
具
体

的
な
内
容
は
。

　
　
　
　

小
中
連
携

係
部
会
が
中
心
に

な
っ
て
、
目
標
や
取
り
組
み

を
共
通
に
し
、
進
捗
状
況
、

課
題
・
成
果
な
ど
を
出
し
合

い
な
が
ら
交
流
を
図
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
教
員
や
児
童
生
徒

中谷　茂生 議員

Q問Q問

Q問A答
教
育
長

A答
教
育
長

A答
教
育
長

　

小
学
校
、
中
学
校
の
区
切

り
の
な
い
「
義
務
教
育
学

校
」
が
設
置
で
き
る
こ
と
と

な
り
、
全
国
で
約
１
３
０
校

の
開
校
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
こ
の
形
で
な
く

て
も
「
小
・
中
一
貫
教
育
」

を
進
め
て
い
る
自
治
体
は
数

多
く
あ
り
ま
す
。
新
し
い
取

り
組
み
で
、
意
識
が
変
わ

り
、
よ
り
良
い
教
育
に
向
け

て
協
力
し
て
進
ん
で
い
く
こ

と
を
期
待
し
ま
す
。
「
教
育

に
力
を
入
れ
て
い
る
町
、
由

良
町
」
と
な
る
た
め
に
、
小

学
校
統
合
は
別
問
題
と
し

て
、
施
設
分
離
型
で
も
本
格

的
な
小
・
中
一
貫
教
育
を
進

め
る
こ
と
に
つ
い
て
、
次
の

３
点
を
質
問
し
ま
す
。

考
え
て
い
ま
せ
ん
。

　

引
き
続
き
、
小
中
連
携
教

育
の
推
進
に
努
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◎
そ
の
他
の
質
問

 

・
新
た
に
選
挙
権
を
得
る
若

者
に
主
権
者
教
育
を

 

・
人
口
減
対
策
と
し
て
の
婚

活
支
援
は
単
発
で
は
な
く
、

持
続
的
フ
ォ
ロ
ー
で

一般 質問

小・中
学
校
の
連
携
を
充
実

「
小
・
中
一
貫
教
育
体
制
」で
由
良
町
の

　
　
　
教
育
を
よ
り
充
実
し
た
も
の
に
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「
大
き
な
揺
れ
が

来
た
ら
、
高
台
に
逃

げ
る
」、「
海
に
は
絶
対
に
近

づ
か
な
い
」、
誰
も
が
理
解

し
て
い
る
こ
と
で
す
が
、「
自

分
は
大
丈
夫
」
と
思
い
込
ん

で
し
ま
い
が
ち
で
す
。

　
「
揺
れ
た
ら
逃
げ
る
」
と

い
う
行
動
を
常
識
と
し
て
地

域
に
浸
透
さ
せ
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

　

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、

長
い
歴
史
の
中
で
で
き
た
も

の
で
す
。
そ
れ
が
一
瞬
の
津

波
で
失
わ
れ
ま
す
。

　

日
頃
か
ら
、
自
分
自
身
、

家
族
、
地
域
で
い
ざ
と
い
う

時
に
ど
う
す
る
か
を
考
え
、

様
々
な
想
定
の
も
と
で
行
動

で
き
る
よ
う
に
訓
練
す
る
こ

と
。
そ
し
て
、
被
害
を
最
小

限
に
抑
え
ら
れ
る
事
前
防
災

に
取
り
組
み
、
危
機
意
識
を

高
め
て
い
く
こ
と
が
、
防
災

意
識
の
向
上
に
つ
な
が
り
ま

す
。

　

今
年
度
も
様
々
な
防
災
訓

練
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
防
災
訓
練
と
並

行
し
て
、
今
年
度
中
に
完
成

予
定
と
な
っ
て
い
る
ヘ
リ

ポ
ー
ト
を
活
用
し
、
消
防
団
、

地
域
の
自
主
防
災
会
な
ど
と

連
携
を
図
り
、
町
民
の
防
災

意
識
の
向
上
を
目
的
と
し
た
、

総
合
的
な
防
災
訓
練
を
実
施

す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

　
　
　

災
害
に
お
い

て
は
、
日
頃
か
ら
、

自
分
自
身
、
家
族
、
地
域
で

い
ざ
と
い
う
時
に
ど
う
す
る

か
を
考
え
て
、
様
々
な
想
定

の
も
と
で
行
動
で
き
る
よ
う

に
訓
練
す
る
こ
と
は
、
非
常

に
重
要
で
す
。

　

町
に
お
い
て
も
、
浸
水
地

域
に
お
け
る
避
難
訓
練
、
職

員
の
非
常
招
集
訓
練
等
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
吹
井
地
内
に
防

災
ヘ
リ
ポ
ー
ト
を
整
備
し
、

完
成
後
は
、
ヘ
リ
ポ
ー
ト
を

活
用
し
た
防
災
訓
練
を
実
施

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

中村　真一 議員

Q問

A答
町
長

一般 質問

ヘ
リ
ポ
ー
ト
予
定
地

あかつき園

由良斎場

防
災
訓
練
の
実
施
を
考
え
て
い
る

ヘ
リ
ポ
ー
ト
完
成
後
に

　
総
合
的
な
防
災
訓
練
の
実
施
を
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総務文教常任委員会
　総務文教常任委員会７名は６月、町内小・中学校と、こども園の訪問、町有地視察
を行いました。

　各校の校長及び園長から現状や問題点についての説明を受け、各委員からも様々な
質問を行ない、教育について深く考える機会を持ちました。

町内小・中学校・こども園訪問

住民福祉課から教育課の管轄となりました。

衣奈小学校

白崎小学校

ゆらこども園

由良中学校

由良中学校 由良小学校
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産建厚生常任委員会産建厚生常任委員会

　町内各地にある町有地の有効活用のため
の視察を行ないました。

町単工事の主な現場視察

町有財産視察

旧衣奈中学校公共工事資材置場（網代地区）

ヘリポート予定地（吹井地区）

神谷地区

横浜地区

門前地区

中地区

町
単
工
事

　
産
建
厚
生
常
任
委
員
会
は
、

町
内
各
地
区
の
町
単
工
事
現
場

を
視
察
し
ま
し
た
。

平成28年8月

補
　
正
　
予
　
算

議
　
案
　
質
　
疑

一
　
般
　
質
　
問

常
任
委
員
会



（外国語指導助手）ALT

に聞きました

趣
味
は

読
書
（
日
本
語
の
マ
ン

ガ
も
読
み
ま
す
）

日
本
に
来
た
理
由
は

日
本
語
を
学
び
た
く
て

16
歳
の
時
か
ら
、
来
た

い
と
思
っ
て
い
た
。

昨
年
の
８
月
に
来
日
。

困
っ
て
い
る
こ
と
は

言
葉
の
ち
が
い

好
き
な
食
べ
物
は

和
食
、
特
に
刺
身

（
サ
ー
モ
ン
・
ま
ぐ
ろ
）

な
っ
と
う
は
嫌
い

由
良
町
の
印
象
は

景
色
が
い
い

文
化
が
あ
る

静
か
な
町

日
本
と
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

の
教
育
の
ち
が
い
は

教
育
ス
タ
イ
ル
の
ち
が

い
が
あ
る
の
で
、
日
本

の
子
ど
も
は
、
失
敗
を

お
そ
れ
す
ぎ
る
よ
う
な

気
が
し
ま
す
。

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
子
ど

も
は
先
生
に
教
え
て
も

ら
う
こ
と
よ
り
も
、
自

分
で
学
ぶ
こ
と
が
多
い

た
め
、
失
敗
を
お
そ
れ

ま
せ
ん
。

好
き
な
漢
字
は

理
由
は

 

● 

機
械
が
好
き

 

● 

ロ
ボ
ッ
ト
に
興
味
が

  

あ
る
か
ら

と
て
も
丁
寧
に
教
え
て
く

れ
ま
す
。

親
し
み
が
持
て
ま
す
。

す
て
き
な
男
性
で
す
。

明
る
く
て
、
カ
ッ
コ
良
く

て
、
や
さ
し
そ
う
。

毎
週
、
ダ
ン
に
会
う
の
が

楽
し
み
で
す
。

日
本
語
を
す
ご
く
勉
強
し

て
い
る
の
で
、
親
近
感
が

あ
り
ま
す
。

機

英
会
話
サ
ー
ク
ル
に
て

ダ
ン
先
生
の
印
象
は

Let’s begin EIKAIWA

み
な
さ
ん
、
暑
い
日
が
続

い
て
い
ま
す
が
、
い
か
が
お

過
ご
し
で
す
か
？

今
年
の
夏
も
猛
暑
な
の
で

熱
中
症
に
な
ら
な
い
よ
う
に

十
分
に
気
を
付
け
て
く
だ
さ

い
。あ

つ
い
　
と
い
え
ば
、
私

た
ち
広
報
委
員
は
、
前
回
よ

り
紙
面
を
Ａ
３
版
か
ら
Ａ
４

版
に
か
え
、
皆
様
に
見
て
も

ら
え
る
広
報
誌
作
り
に
熱
く

燃
え
て
お
り
ま
す
。

委
員
全
員
一
生
懸
命
頑

張
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご

期
待
下
さ
い
。

（
実
）

暑中お見舞い
　申し上げます

ダン

氏
名

 

ダ
ニ
エ
ル・ロ
バ
ー
ト
・

  

カ
ア
ト
レ
ジ（
通
称 

ダ
ン
）

　
　
　
　
　

   

25
歳　

出
身
地　

イ
ン
グ
ラ
ン
ド

QA

QAQAQQ AA

QAQA

!
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